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　JECCは10月9日、東京・経団連会館カンファレンス
において、「2018年度優秀保守技術者表彰式典」を開催
した。「情報化月間」の一環として毎年行っている行事
で、今年47回目を迎えた。式典には、今年度の優秀保守
技術者に選ばれた25グループ、標語・感想文の入賞者が
招待され、JECCの桑田始社長から表彰された。
　表彰式典は、お客様のコンピュータ・システムの安定
稼動を維持するために、トラブルを未然に防ぐ予防保
守活動をはじめ、万一故障があった場合、昼夜の区別な
く、システム復旧のために努力している保守サービス技
術者や、支援関係者の日ごろの努力を称え、感謝するも
の。JECCが1972年から実施している。
　優秀保守技術者として表彰されたのは、ユーザー及び
メーカーから高い評価を受け、推薦された25の担当保守
グループのメンバー235名。各グループから代表1名が出
席し、表彰を受けた。あわせて、JECCが募集した「保守

サービス向上月間標語」（応募数1万8,710編）の中から
選ばれた最優秀賞1名と優秀賞3名、「保守サービスに関
する感想文」（同388編）から選ばれた最優秀賞1名、優
秀賞2名も表彰を受けた。
　式典ではJECCの桑田始社長挨拶の後、表彰が行われ、
来賓の経済産業省商務情報政策局の伊藤禎則総務課長、
一般社団法人電子情報技術産業協会の柵山正樹会長の代
理として川上景一常務理事が祝辞を述べた。また、受賞者
を代表して、ＮＥＣフィールディング株式会社 関西支社 
京都支店　第二サービス課 大山大輔氏が挨拶を述べた。
　そして、株式会社チャックスファミリー 代表取締役 
安孫子薫氏が「ディズニーランドの現場力～すべてはゲ
ストのハピネスのために」をテーマに記念講演を行い、
従業員のモチベーションの高め方やおもてなしの実践方
法について語った（講演要旨は、2019年1月発行の新春号
で掲載予定）。

　JECC　2018年度優秀保守技術者表彰式典を開催

保守技術者の日ごろの努力を称え、感謝

挨拶する桑田社長
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用の実現をプロデュースする企業として、お客様にご満
足いただけるよう、尽力してまいる所存でございますの
で、皆様方のご指導、ご支援、ご協力を切にお願い申し
上げます。

経済産業省　商務情報政策局
伊藤禎則総務課長の祝辞（要旨）
　本日、「優秀保守技術者表彰式典」がかくも盛大に開
催されますことを心よりお慶び申し上げます。
　さて、今、日本も世界も、AI時代を迎えようとしてい
ます。私は現職に就任するまで、経済産業省の人材政策
の責任者をしておりましたが、その過程で常に、どのよ
うな仕事がAIに代替され、どのような仕事が残るのかと
いう議論をしてまいりました。要約させていただきます
と、AI時代に人間に求められる仕事やスキルは三つで、
「三つのキョウ」と表現しています。
　一つ目は「愛嬌」。人と人の触れ合い・インターフェー
ス、表彰論文にも言及されていた先輩と後輩のつなが
り、お客様とのつながりは、AIでは代替できません。

桑田始社長の挨拶（要旨）
　始めに、この度の西日本豪雨、北海道胆振東部地震、
台風24号により被災された皆様に、心よりお見舞い申し
上げますとともに、一日も早い復旧をお祈りいたします。
　政府におかれましては、10月を「情報化月間」と定め、
情報化に対する正しい理解と認識を深め、健全な情報化
の進展を図ることを目的に、毎年全国各地において、多
彩な行事を実施してこられたところでございます。
　私共JECCといたしましては「情報化月間」にあわ
せ、毎年10月を「保守サービス向上月間」と定め、弊社
賃貸資産の保守サービス状況を総点検し、システムの安
定稼動に日夜ご努力をいただいております保守技術者の
方々、並びに、保守サービス向上に関する標語及び感想
文の優秀作品に入賞された方々の表彰をあわせて行って
おります。昼夜を問わず、お客様のITインフラをお守り
する皆様の保守サービス業務は、まさに社会にとって欠
くことのできない最重要の仕事であり、そのご努力は、
弊社の保守状況調査においても、お客様からの高い評価
として表れております。
　さて、近年の「Society 5.0」の実現に向けた動きによ
り、新技術が続々と開発され、新しい価値やサービスが
創出されております。弊社も、皆様方との共創を通じ、
お客様のビジネス・トランスフォーメーションに貢献す
べく、より一層のサービス向上に取り組んでまいりま
す。「ITとファイナンスを、プロデュース。」をブラン
ドスローガンとして掲げておりますが、戦略的なIT利活

「保守サービス向上月間標語」
最優秀賞の表彰を受ける楠田政
和氏（左）

「保守サービスに関する感想
文」最優秀賞の表彰を受ける土
橋貴彬氏（左）
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通信ネットワーク産業協会
（CIAJ）、コンピュータソフ
トウェア協会（CSAJ）ととも
に、CEATEC JAPAN 2018
を、日本発のSociety 5.0を世
界に向けて発信する展示会と
して、「つながる社会、共創
する未来」をテーマに開催し
ます（10月16日～19日まで開
催）。異なる業種から多数の企業が集って、CPS/IoTを
フィンテック、スマートホーム、地方創生などにつなげ
て行く「未来の街」を展示する「IoT」タウンを昨年の2
倍のスペースにて展開し、金融、物流、ヘルスケア等の
未来をご紹介するとともに、スマートファクトリーやAI
などについても、最新の動向を紹介いたします。また、
新たにフランスがパビリオンを設け、Society 5.0の実現
をリードする世界のイノベーションショーケースとして
の役割がより大きくなります。
　CEATECでお示しするCPS/IoTにより、AIとデータ
を駆使して、Society 5.0を実現していく上では、安全・
確実な情報処理基盤を常に安心して使うことができると
いうことが不可欠になります。皆様の日頃の保守サービ
スを無くして、この要請に応えることはできません。
　JECCの最新のお客様への保守状況調査結果によりま
すと、ハードウェアの予防保守への満足度は高いレベル
になっていると伺っておりますが、皆様方におかれまし

　二つ目は「度胸」。言い換
えれば新しい課題設定力で
す。新しい課題を設定し、
チャレンジするのは人間しか
できないものです。
　三つ目は「勉強」。スキル
の賞味期限が短くなる中で、
新しいことにチャレンジし、
新しいスキルを身に付けてい

くことは人間にしかできません。これまでは、学ぶ、働
く、定年で退職して悠々自適に暮らす、という三つの人
生ステージが長く続いておりましたが、これからは「働
くこと」と「学ぶこと」が一体化するでしょう。
　この夏、未曽有の災害が続発いたしました。被害に遭
われた方には心からお見舞いを申し上げたいと思いま
すが、その中で改めて、システムというものが信頼性を
もって稼動してくれることの重要性について、これほど
社会的に認知をされたことはなかったのではないかと
思っております。これからの保守サービスにおきまして
も、AI時代、デジタルトランスフォーメーション時代に
対応して、さらに国民生活を、そして産業活動を支える
基盤となっていくことを心より祈念しております。

一般社団法人電子情報技術産業協会（JEITA）
川上景一常務理事による同協会会長祝辞（要旨）
　私共、電子情報技術産業協会（JEITA）は、情報

挨拶する経済産業省の伊藤禎則
商務情報政策局総務課長

挨拶する電子情報技術産業
協会の川上景一常務理事
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申し上げます。先程来より、株
式会社JECC取締役社長桑田様
を始め、ご来賓の皆様の心温
まるご祝辞と励ましのお言葉を
賜り、受賞者一同深く感謝申し
上げます。
　私共のグループは長年にわ
たり、陸上自衛隊様に導入い
ただいておりますサーバー、
パソコン、ページプリンター
で構成される補給システムの保守を担当しております。

受賞者を代表して挨拶する
ＮＥＣフィールディング株
式会社の大山大輔氏

表彰式典終了後に記念撮影する受賞代表者一同

ては、ただいま申し上げた皆様の仕事の社会的重要性を
ご理解いただき、保守サービスのさらなる向上を通じ、
Society 5.0の実現に向けて、我が国の情報技術の発展に
今後とも貢献されることを期待しております。

受賞者代表の
大山大輔氏挨拶（要旨）
　2018年度「優秀保守技術者表彰式典」に際し、甚だ僭
越ではございますが、受賞者を代表いたしまして感謝の言
葉を述べさせていただきます。私たちのためにかくも盛大
な表彰式を開催していただき、誠にありがたく、厚く御礼
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　優秀保守技術者表彰
式 典 に 続 い て 、 記 念
パーティーが開催され
た。優秀保守技術者と
して表彰されたグルー
プの代表者と標語・感
想文の入賞者、各受賞
者の所属する保守会社
の社長や役職者、来賓
など多数が参加した。
　記念パーティーの冒

頭では、経済産業省商務情報政策局の中野剛志情報技
術利用促進課長が、「経済産業省では、9月7日に、DX
（デジタルトランスフォーメーション）レポートを発表
しました。このレポートでは、システム保守の人材育成
を疎かにすると足元がすくわれる、というところに光を

当て、高い評価をいただきました。ITは経営戦略そのも
の、製造そのものになっております。だからこそ、その
足場を支えている保守の皆様に一層光を当てるべきと、
47年前に気付かれ、式典を開催されて来られた方々に
は頭が下がる思いです。皆様のお取り組みに敬意を表し
つつ、見ておりますので、引き続きよろしくお願いしま
す。本日は誠にお
めでとうございま
した」と、乾杯の
挨拶を行った。
　参加者たちは、
情報交換や記念撮
影 な ど を し な が
ら、和やかな歓談
のうちに親睦を深
めていた。

　記念パーティー

受賞者や来賓の方々の間で近況を報告し
合い、親交が深められた

　この度は、私たちがお客様システムの役割と重要性を
十分に理解した上で、お客様と連携して安定稼動に貢献
したことを高く評価していただきました。これからも一
層、お客様の立場に立った保守サービスを実施してまい
ります。私たちは本日の栄誉を深く心に刻み、この賞の
名に恥じることのないよう、誠心誠意努めてまいる所存
であります。本日は誠にありがとうございました。

　本システムは、西日本地区にある多くのお客様の拠点
に展開され、物資の補給を管理しています。本システ
ムの障害発生による物資補給の停止は、我が国の安全に
重大な影響を与えかねません。私共は所属支店のエリア
を越え、遠方の技術者と連携しながら障害の未然防止を
念頭に保守活動を実施し、万が一、障害が発生した場合
は、迅速な復旧を行っています。

挨拶する経済産業省の
中野剛志情報技術利用促進課長
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［表彰理由］
　当グループは、山形県警察本部様に納入されているメインフレームを中心に、
各種サーバ、クライアントPC、基幹ネットワークの保守に従事している。特に
メインフレーム機器ACOSシステムは、長きにわたり使用されており、現在のホ
ストマシンであるi－PX9000は2013年に更新してから5年目に突入しているが、
ここまでハードウェアを起因としたシステム障害は発生していない。当グループ
は、業務の公共性及び重要性を認識し、システム安定稼動を実現するために、日
頃より障害の未然防止のための保守活動を行っている。今期は、基幹業務システ
ム更新・仮想基盤サーバ導入に伴う大規模なサーバー更新に伴う展開をトラブル
無く完遂させたことや、駐在所ネットワーク機器の保守についての相談事に対
し、お客様目線に立ったきめ細かな対応をしたことで、お客様から高い評価と信
頼を得た。

■ＮＥＣフィールディング株式会社
［グループ名称］

秋田支店　保守グループ
［所属・氏名］

東北支社　秋田支店　大館地区センター
佐々木利一（代表）
東北支社　盛岡支店
福士守、田村昌彦、薄井信行、大内弘康、木村昭一、鈴木久夫、高橋善美
東北支社　秋田支店　横手地区センター
石川穣

［表彰理由］
　当グループは、鹿角市役所様の保守対応では、各システムの障害状況を毎月ト
レースし、既知問題や共通不具合等を迅速に分析することで、事前の予防保守を
行い障害対応機器の安定稼働を提供している。
　また、各システムの定期点検や有寿命部品の交換作業では、システムごとに担
当者や部署が異なり、システム停止可能タイミングが一律ではないことや、シス
テムの停止方法や起動方法、各種設定項目の違いなど、いくつかの課題を抱えて
の作業となった。しかし、当社で培われた技術力と提案力を基盤に、各関係部門
との綿密な打ち合わせを行い、停止時間を最短で滞りなく完遂させたことによ
り、お客様より高い評価を得た。

■ＮＥＣフィールディング株式会社
［グループ名称］

秋葉原支店他　保守グループ
［所属・氏名］

東京支社　秋葉原支店　第二サービス課
横山慶行（代表）
大塚英男
東京支社　秋葉原支店　第一サービス課
藤城正
東京支社　秋葉原支店
大里祐太
東京支社　秋葉原支店　第一サービス課
宮澤邦彦
東京支社　フィールドサービス部　第二サービス課
尾上城二
東京支社　東京中央支店　サービス課
田中秀造、高橋昴廣、尾川拓弥、堀之内健

［表彰理由］
　お客様は、長年にわたりACOS2システムで構成される販売管理システムを使
用しており、機器の保守及びシステム運用を委託されている。当社技術者は顧客
システムの持つ重要性を十二分に認識し、高い技術力と豊富な経験、組織力を活
かし、システムの安定稼動に従事してきた。
　日々の保守活動では、定期メンテナンスを中心に、予防保守による障害の未然
防止に努めている。障害発生時は本社担当者と連携し、迅速な復旧作業を行う
等、全社の保守体制を活用し対応を行っている。また、週次でお客様への訪問を
行い、継続的に機器の稼動確認を実施している。その結果、障害発生時も大きな
トラブルにつながることなく、安定した稼働状況を維持することができた。
　使用者側の立場に立った対応により、お客様より実績と日頃の努力を高く評
価された。

　日本電気株式会社関係
■ＮＥＣフィールディング株式会社
［グループ名称］

京都支店　保守グループ
［所属・氏名］

関西支社　京都支店　第二サービス課
大山大輔（代表）
関西支社　京都支店　第一サービス課
村田俊之、西村知哉、塩尻真一
関西支社　京都支店　第二サービス課
小林俊之、川崎愛実
関西支社　京都支店　第一サービス課
山下祐、神崎瑞月、長谷川悠基
関西支社　京都支店　第二サービス課
岩渕聡

［表彰理由］
　当グループは、陸上自衛隊様の中部方面をカバーする補給システムの保守と、
その保守にあたり京都支店の担当エリアを超えて、自社の中部方面のエンジニア
に対し技術支援を行っている。
　当該システムは、お客様の活動に必要とされるさまざまな物資の、移動や管理
を行うための非常に重要なシステムである。そのため、当グループはシステム障
害の未然予防に重きを置いて日々活動を行っており、万一システム障害が発生し
た時には迅速な復旧ができるよう心がけている。
　今回は、システムのリプレース及び、リプレース終了時から現在まで、大きな
トラブルも無く安定稼働に貢献したことに対して、お客様から高い評価を得た。

■ＮＥＣフィールディング株式会社
［グループ名称］

航空社会サービス部　ＡＴＣ保守グループ
［所属・氏名］

官庁公共事業部　航空社会サービス部　ＡＴＣセンター
中楠慎也（代表）
曽我豊、川上光良、中芳司、松井直章、高橋信隆、三木俊範
カスタマサポート事業部　パブリックコンタクトセンター
堀江健史
官庁公共事業部　航空社会サービス部　ＡＴＣセンター
山田雄己、谷口拓未、神谷直昭、岡達也

［表彰理由］
　官庁公共事業部 航空社会サービス部ATCセンターは、東京航空交通管制部様
に納入されているACOSシステムi－PX9000をはじめとした、各種サーバの保守
及び各空港担当拠点の統制業務を行っている。
　本システムは航空機の安全かつ円滑な運航を行うために、主に地上から航空交
通の指示や情報を航空機に与える航空管制・管理のシステムであり、社会インフ
ラを支える非常に重要なシステムである。
　当グループは、日頃より本システムの社会性及び重要性を十分認識し、障害未
然防止のため稼動監視の実施、予防保守の提案を日々推進している。
　また、全国保守対応状況の把握及び管理を、受付から復旧作業進捗、技術支
援、運用復帰完了に至るまで実施し、営業・SEと連携して安定した運用の維持に
全力で取り組んでいる。
　さらに障害発生時には、迅速な対応かつ適切な対応をできるよう、技術スキル
の維持・向上に努めている。
　その成果としてシステム障害は発生しておらず、日々の保守活動についてお客
様より高い評価を得た。

■ＮＥＣフィールディング株式会社
［グループ名称］

山形支店　保守グループ
［所属・氏名］

東北支社　山形支店
樋口哲夫（代表）
菅原聡、星将人、安孫子隆義、飯塚健次郎、高橋正倫、加藤武志、工藤真澄、
平塚真一、田村晴義

優 秀 保 守 技 術 者 と 表 彰 理 由 （敬称略）
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　現在のホストシステムも大きな障害発生も無く、お客様のシステム安定稼動及
び業務遂行に大きく貢献できていることに対し、お客様より高い評価を得た。

　株式会社日立製作所関係
■株式会社—日立システムズ
［グループ名称］

東北第一サービスグループ
［所属・氏名］

東北第一サービスグループ
東政弘（代表）
稲葉雅章、辻洋平、高谷和人、竹本拓也、村尾和浩、遠藤成彦、八嶋駿、
吉田康之、小山剛司、早坂俊一

［表彰理由］
　当社のシステムは、東北大学金属材料研究所様において、1994年の初期導入以
来、金属材料に関した「材料学計算」に活用されている。
　「材料学計算」では、川添名誉教授を始め、各教授は材料学研究の世界的権威
であり、有名な論文も数多く、論文の作成においては、本システムでの研究が必
須となる。計算ジョブの中には長時間を要するものもあり障害によるシステムの
停止は、研究者の発表にも大きな影響を及ぼすこととなる。
　本システムは2012年３月～2018年４月まで稼動。本体装置の冷却方式が水冷方
式であるため、従来の機器では発生しえなかった水冷設備要因トラブル等も発生
したが、24時間365日昼夜問わず迅速に保守対応し、組織で問題早期解決を実現
した。また、今後発生しうる問題についても未然に解決していった結果、トラブ
ルを激減させた。これらを継続していき、６年間の安定稼動を実現させた。
　お客様からは、「大変よく対応していただいております」とお褒めの言葉をい
ただくなど、高い評価を得ている。

■株式会社—日立システムズ
［グループ名称］

山陰地区　巡回保守グループ
［所属・氏名］

中国サービス部　山陰営業所
山本忍（代表）
安達学、永井和彦、藤原和登、山崎智之、下道浩司、有吉正法、清水弘則、
中川裕介、長岡直樹

［表彰理由］
　島根大学総合理工学部 数理･情報学科（平成30年度より数理科学科、知能情報
デザイン学科に改称）及び総合理工研究科の学生、教官、研究者の学習、教育、
研究に活用されている基幹システムが、数理･情報システムである。当システム
は多数の利用者に昼夜を問わず使用されており、24時間稼動でその要求に応えて
いる。そのような当システムにおいては、システムの安定した稼働、トラブルへ
の迅速な対応が要請されるが、当グループは当システムの重要性を良く理解し、
日々の保守業務に迅速な対応をしている。
　その結果、今日まで特に大きな問題も無く、安定したシステムの運用が図ら
れている。

■株式会社—九州日立システムズ
［グループ名称］

北九州アドバンストソリューショングループ
［所属・氏名］

北九州アドバンストソリューショングループ
平岡秀一（代表）
宮崎隆行、松原政志、小薗勝、鶴田敏也、田中潤一朗、松江祥吾、
内瀬戸俊也、渡邉京子、酒井保宏、藤崎和也

［表彰理由］
　当グループは、新日鉄住金大分製鐵所様の操業オンラインシステムのSEを
担当している。
　本システムは、24時間365日休むことなく連続稼動しており、絶対にダウンさ
せることができない重要なシステムである。
　当グループ員は、本システムの重要性、社会性を十分理解し、24時間365日、
日々迅速な保守対応、リモート監視機能活用によるシステムの未然防止や、機器
障害時の早期復旧作業により、業務継続をできるよう連携して保守業務を行って

■ＮＥＣフィールディング株式会社
［グループ名称］

千葉支店　保守グループ
［所属・氏名］

東関東支社　千葉支店
前澤弘人（代表）
東関東支社　茨城支店　サービス課
荒木義孝
東関東支社　千葉支店　千葉東営業所
小松崎恭一郎、所栄治
東関東支社　千葉支店　サービス課
原田宏志、宮本恭兵、小澤明治、佐藤克哉、高橋琴音、宮前文香

［表彰理由］
　2015年1月の千葉県警汎用電子計算機システム更新により、ACOSシステム
i-PX9000/S372の2台が稼働した。
　当社を含め、NEC営業、SE部門による三位一体でのお客様対応により、稼働
から4年を経過した現在まで、業務停止をともなうシステム障害は発生していな
い。
　また、お客様には、汎用電子計算機システム以外にも、各業務サーバやNW機
器を多数ご利用いただいており、当グループにおいては、その公共性の高さや重
要性を十分に理解したうえで、迅速かつ正確な保守対応を日頃から行っている。
その結果もあり、お客様から高い評価を得た。

■ＮＥＣフィールディング株式会社
［グループ名称］

中部支社　北陸支店　サービス課　保守グループ
［所属・氏名］

中部支社　北陸支店　サービス課
船木隆志（代表）
坂井一悠、表和広、吉川哲史、塚本仁樹、芳岡久

［表彰理由］
　当グループは石川県内のお客様へ24時間365日の保守サービスを提供してい
る。長年培ったお客様との信頼関係、技術力、ホスピタリティ溢れた対応を代々
引継ぎ、お客様のベストパートナーとしてシステムの安定稼動を維持するため
日々従事している。
　石川県警察本部様のコンピュータシステムにおいては運転者管理システムが稼
動しており、石川県民へ運転免許証の交付、更新などのサービスを提供してい
る。社会的に非常に重要なシステムと位置付けられており、トラブルなどによる
サービス提供停止はあってはならない。
　当グループは、公共性、重要性を十二分に理解して、NEC営業、事業部、SE
と連携して安定稼動に係わる提案、最新情報の提供を行い、予防保守、計画作業
の的確なサポートをしっかりと行ってきた。システム導入以来大きなトラブルも
無く、継続して安定したサービスを提供できたことに対して、お客様から高い評
価を得た。

■ＮＥＣフィールディング株式会社
［グループ名称］

佐賀支店　保守グループ
［所属・氏名］

九州支社　佐賀支店　サービス課
吉村俊宏（代表）
北川尚利、福田秀彦、山田智弘
九州支社　佐賀支店　佐賀西営業所
臺孝行
九州支社　佐賀支店　サービス課
田尻広作、倉橋友徳、中嶋絢
九州支社　福岡支店　第二サービス課
柴田陽誠

［表彰理由］
　当グループは、近年の情報システムの高度化やネットワーク環境の複雑化によ
るお客様の高い要求事項に対し、高い技術力と豊富な経験、組織力を活かした保
守活動、提案活動を実践してきた。
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　当グループは、山形県山形市に拠点を置き、自治体、大学、医療、新聞、金融
顧客を中心にさまざまな分野の保守作業に従事している。
　社会システムも多く担当しており、24時間365日体制を組めるようにグループ
内の体制及び連携を密にし、お客様の安定稼動に努めている。また、定期的な保
守や障害対応での訪問だけでなく、お客様から身近な存在として感じていただけ
るように新しい技術や情報などを随時提供し、信頼関係の構築を行ってきた。
　また、安定稼動だけに留まらず、東日本大震災での経験を活かし、「ラックの
耐震／免震」「バックアップ体制」「BCM」を考慮したサポート技術者目線で
の早期復旧提案で、お客様より高い評価を得た。
　担当の山形大学様においては、富士通グループとして日頃の保守活動を評価し
ていただいており、特に2017年度４月より稼動しているセンターシステムでは、
システム入れ替え時、お客様業務の影響を最小限とした機器入れ替えスケジュー
ルやシステム切替など、お客様業務を第一に考えたプロジェクトマネジメントに
ついて高い評価を得ている。

■株式会社—富士通マーケティング
［グループ名称］

関東カストマサービス部　さいたまカストマサービス課　
ＩＴＦＳ所沢サービスセンター

［所属・氏名］
フィールドサービスビジネス本部　
東日本フィールドサービス統括部　関東カストマサービス部　
さいたまカストマサービス課　ＩＴＦＳ所沢サービスセンター
原口裕介（代表）
丸田和也、大野勇、大嶋章、森川和慶、黒澤功、佐久間昭治、小川大介、
橋本修勇

［表彰理由］
　当グループは、埼玉県所沢市に拠点を置き、周辺の地域のＩＡ機器、金融端末
の保守サービスを担当しており、日々お客様起点での活動を心掛け、安定稼働に
向けたサービスの提供を行っている。
　所沢市役所市民課様では、複数システムが稼働しているため、稼働機器管理に
サーバユニーク名・システム名を紐付ける「会話キー登録活動」を行い、コール
センター受付の際の稼働システム特定を容易にし、トラブル解決の迅速化を図っ
た。
　また、定期保守時には、機器の稼働状況のご報告に加えて、保守終息情報、障
害履歴、保守契約期間の情報提供を行い、お客様の安定稼働に向けた情報機器管
理への配慮も行っている。
　これら安定稼働に向けたお客様起点での活動と配慮により、所沢市役所様をは
じめ、地域のお客様から高い評価と信頼を得ている。

■富士通エフサス東海カスタマサービス株式会社
［グループ名称］

愛知オープンサービス 保守グループ
［所属・氏名］

カスタマサービス統括部　第二カスタマサービス部　愛知オープンサービス
中村浩章（代表）
小嶋英樹、高橋祐輔、峯尾繁、田中智己、中垣内隆夫、吉川和明、濱口正明、
相澤武、堀場一彦

［表彰理由］
　当グループは、名古屋市を中心に近隣地域のお客様で稼働しているサーバーや
クライアント、ネットワーク 機器の保守サービスに従事している。
　担当するお客様は、官庁自治体や製造・流通・医療など幅広い分野にわたって
おり、富士通製品をご利用いただくお客様システムの安定稼働を守るため、日々
保守サービスに取り組んでいる。愛知県がんセンター中央病院様は、2010年より
保守を担当しており、以来お客様システムの安定稼働に努めている。
　直近の大規模プロジェクトとして、2016年１月にシステム更新を行ったが、当
社はサーバーやネットワーク、約1,000台のクライアントの更新を計画通り完遂す
ることができた。
　本プロジェクトでは2015年8月から現地下見調査を開始し、利用者様の意見を
伺い、使い勝手を考慮したレイアウトを提案する等、お客様視点に立った対応が
評価され、作業完了後には感謝の言葉をいただいた。
　このような、お客様システムの「安全・安心・安定」を目指した行動の積み重
ねにより、愛知県がんセンター中央病院様はじめ、他の多くのお客様からも高い

いる。その結果、メインフレームノーダウン8,800日や操業系サーバシステムノー
ダウン2,300日の安定稼動に貢献し、お客様より高い評価を得た。

　富士通株式会社関係
■株式会社—富士通エフサス
［グループ名称］

東京第二サポート統括部　第二カストマサービス部　民需グループ
［所属・氏名］

東京第二サポート統括部　第二カストマサービス部
山崎秀樹（代表）
早木良太、稲木竜馬、九良安則、長尾孝之、廣瀬慎二、豊永佑太、中村航、
丸茂伸太郎、法本達矢

［表彰理由］
　当グループは新宿に拠点を置き、東京23区の西地区（11区）における金融・民
需のお客様を中心にメインフレームからサーバーまでお客様システムの安定稼動
に向けメンテナンス業務を行っている。
　お客様である日本出版販売様とは30年以上のお付き合いであり、迅速なトラブ
ル対応を行うのはもちろんのこと、休日夜間に実施しているシステム保守の継続
によりトラブルの未然防止にも努めている。
　また、昨年実施したホストリプレースにおいては、今後のマシン室縮小を踏ま
えた設置場所の変更等、お客様起点の提案を行うとともに、作業においてはシス
テム停止時間が非常に短いことを踏まえ、事前準備（ケーブルの事前敷設・タグ
付けによる接続箇所明確化・可能な限り同一の作業者を確保）をしっかり行った
ことで、リハーサル２回と本番切り替えをスケジュール遅延無く完遂した。
　上記のような愚直な保守対応に加え、お客様への提案も行える技術者として、
日本出版販売様をはじめとするさまざまなお客様から高い評価と信頼を得てい
る。

■ミツイワ株式会社
［グループ名称］
横浜フィールドサービス部　フィールドサポートグループ
［所属・氏名］

横浜フィールドサービス部　カスタマサポート第一課
野原将太（代表）
藤原勉、齋藤淳、小川裕次郎、伊藤精彦、佐々木一彦、髙寺宏典

［表彰理由］
　当グループは、全国第一位の政令都市である横浜市を中心に、自治体・製造・
医療・販売店などの業務システム、データセンターにおける基幹システムなど、
クリティカルなシステムの安定運用を高い品質で日々支えている。また、お客様
システムの安定化に貢献すべく、システムや設備環境の改善対策をお客様視点で
支援している。
　お客様は、神奈川県内を中心に、自治体・金融・学校などへアウトソーシング
サービスを提供する企業であり、2006年には医療ワンストップサポートセンター
をオープンさせ、全国の病院様向けシステムを24時間365日体制で集中監視し続
けている。一昨年度には、アウトソーシングセンターの移転というビッグプロ
ジェクトを当グループが中心となって、ハードウェアの移設から設備工事まです
べて支援し、無事故完遂に大きく貢献することができた。念入りな下見調査と移
転計画、課題管理をはじめ、課題解決に至るまでの提案力と技術力に対して、お
客様より高評価並びに感謝の言葉を得た。
　このような、ハードウェアの保守に留まらず、設備からシステム運用までを
トータルで支援する卓越したサービスは、お客様より高い評価と信頼を得てい
る。

■株式会社—富士通エフサス
［グループ名称］

東日本本部　東北支社　山形支店
［所属・氏名］

東日本本部　東北支社　山形支店
中村太輔（代表）
川口勤、宇津井里志、藤田廣幸、熊谷貴広、後藤政昭、澤山誠、渡邊一紀、
中村晴一、押野浩子

［表彰理由］
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西日本フィールドサービス統括部　九州広島ＣＳ部　第一CS課
［所属・氏名］

フィールドサービスビジネス本部　
西日本フィールドサービス統括部　
九州・広島カストマサービス部　第一カストマサービス課
北畑敦洋（代表）
嶋口裕治、本郷貴志、栃木敦史、高橋繁、藤原直樹、小村祐貴、西村徳仁、
百田修、藤川亘

［表彰理由］
　当グループは福岡県福岡市を中心に、福岡県全域並びに近隣の県の一部を含む
広域なエリアを担当している。
　Gcomホールディングス様は、「行政システム」「ICTコンストラクション」
などの会社を傘下に持ち、九州の各市町村に自治体システムを展開している。
　初期導入での機器設置から20年にわたる保守サービスの提供にて、トラブルの
少なさと安定稼働の実現で高い評価を得ており、信頼関係を築いている。
　また、当グループは、お客様が担当されている市町村の自治体システムを含む
庁舎移転や、基幹システムの導入作業及び機器更改展開作業も任せられるように
なり、各プロジェクトにて成功を収め、期待に応えたことで、さらなる評価を得
ることができた。
　お客様及び関連会社様のみならず、お客様がシステムを導入している市町村の
担当者様からも、CEの対応や技術力に高い評価と厚い信頼を得ている。

　三菱電機株式会社関係
■三菱電機インフォメーションネットワーク株式会社
［グループ名称］

カスタマサービス第二部　中部カスタマサービス課
［所属・氏名］

カスタマサービス第二部　中部カスタマサービス課
加知幸志（代表）
鈴木宏和、原芳典、藤森修、福本昌弘、柴田朋之、水島郁生、山﨑剛士、
片平聡、佐々木誠、酒樹良宏、上杉和希
フィールドサービス技術部　サービス技術課
吉田敏和

［表彰理由］
　当グループは、愛知県を中心とした中部地方のお客様へ保守サービスを提供し
ている。
　保守員全員が、統合運用フィールドサービス統括部の基本方針である『「お客
様の安心と信頼」を確かなものにするとともに、「お客様にとっての価値」を創
出する』を実現するために、お客様により満足いただけるサービスを目指した活
動を常に実施している。
　製作所内の新棟建設に伴うネットワーク移転作業において、SE部門と連携し、
無線アクセスポイント導入を含めたネットワーク構築作業を期間内で無事に完遂
した。また、構内ネットワーク利用開始に伴い、24時間365日保守体制を整備し
た。新棟ネットワーク構築と保守体制整備について、お客様をはじめ各方面より
高い評価を得た。

■三菱電機インフォメーションネットワーク株式会社
［グループ名称］
フィールドサービス技術部　サービス部品課
［所属・氏名］

フィールドサービス技術部　サービス部品課
松尾誠志（代表）
有働隆幸、村松弘一、及川光彦、白取誠、崎山充雄、灘波伸晃、椿久美、
船床実、前地英明、森裕子

［表彰理由］
　当グループは、フィールド保守に関する部品配備計画、部品費用管理、部品廃
却から、日々の部品運用及び部品修理管理を担当している。24時間365日の保守
部品に関する支援と、中央パーツセンターを中核にした、全国の保守パーツ拠点
の運営を実施している。
　17年度の成果として、保守パーツ体制適正化の取り組みを実施した。部品運用
の多様化などで部品取扱量が15年度比140%と増えているが、当グループ員の部品
運用に対するノウハウ、柔軟な対応、抜本的な改善などの取り組みで、お客様に

評価と信頼を得ている。

■株式会社—富士通エフサス
［グループ名称］

関西サポート統括部　第一ＣＳ部　パナソニック 様　担当
［所属・氏名］

西日本本部　関西サポート統括部　第一カストマサービス部
宮田健一（代表）
野嶋直樹、植田浩司、池田良男、要田翔伍
西日本本部　九州支社　福岡支店
鶴田秀徳
西日本本部　神戸支社　カストマサービス部　神戸北サポートセンター
大谷倫之、平松達也、松岡量生
西日本本部　九州支社　鹿児島支店
上薗浩司

［表彰理由］
　当グループは、主にパナソニック様のデータセンター（大阪市内／神戸市内）
における保守サポートを担当している。
　パナソニックインフォメーションシステムズ様は、国内外の巨大なパナソニッ
クグループのインフラ基盤やアプリケーションを支える情報システム会社とし
て、企画から導入、並びに24時間体制での保守運用まで幅広くエンドユーザー様
をサポートしている。
　当グループのメンバーは、お客様基幹システムを支える富士通機器の保守を担
当する技術員として、過去から常駐体制でお客様に寄り添い、重要なインフラ基
盤の安定稼動とトラブルの早期復旧に尽力してきた。また、今年度は、両データ
センターにおいて重要な基幹システムのホストリプレース作業が計画され、短時
間で本番システムを切り替える必要があった。
　営業／SEといったお客様フロント部門から事業部／サポートのバックヤード部
門まで、ALL富士通として一体となった組織対応により、約1年にわたる移行作
業をすべて問題無く終え、本番稼動へと導いた。
　お客様より当グループに対して、日々の安定稼動への取り組み、並びに今回の
システムリプレース作業の完遂を通じ、ねぎらいの言葉と高い評価をいただき、
過去からのお客様との信頼関係をより一層強固なものにすることができた。

■都築テクノサービス株式会社
［グループ名称］

関西統括部　大阪支店　第一フィールドサポート課
［所属・氏名］

関西統括部　大阪支店　第一フィールドサポート課
村本公史（代表）
西村崇宏、西本泰士、小林俊平、森章宏、丹羽勝宜、藤本智哉、高橋宏之、
三好昂成、大久保克彦

［表彰理由］
　当グループは大阪市を中心に大阪府全域の保守業務を担当している。
　お客様は、全国の歯科医院への医療器械・器具・情報機器など歯科医療全般に
わたるハードウェア及びソフトウェアの導入や診療システム構築、歯科医院開
業、経営などの支援業務を行っている、創業100年を超える歯科医療業界をリー
ドする総合商社である。
　導入されている富士通汎用機GS21/2400を基幹システムに、各種業務でIAサー
バが24時間稼働している。保守対応も24時間365日体制で、お客様の安定稼働を
実現しており、定期保守作業やトラブル発生時の対応も、通常保守の範疇に捉わ
れることなく、お客様固有の稼働状況を把握することでトラブル早期復旧に努め
ている。
　基幹システムのアウトソーシング移行作業では、作業計画段階からお客様と打
合せを重ね、プロマネの立場で作業を実施し、トラブル無く完遂した。その際、
CEの視点で、設置環境やセキュリティに関するさまざまな提案を行い、お客様
より高評価を得た。
　お客様側に立った視点だけに終始せず、CEとしての気づき能力をフル活用す
ることで、お客様とより一層の信頼関係を構築できている。お客様のみならず、
多くのお客様より信頼も厚く高評価を得ている。

■株式会社—富士通マーケティング
［グループ名称］
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北陸サービス担当　福井サービスステーション
渡邉功
フィールドサポートセンタ　西日本フィールドサービス部　
北陸サービス担当
小浦順也
フィールドサポートセンタ　西日本フィールドサービス部　
関西サービス担当
後藤広昭、横川進一
フィールドサポートセンタ　西日本フィールドサービス部　
中部サービス担当
三代川昌裕、高野訓宏
フィールドサポートセンタ　東日本フィールドサービス部　
北関東サービス担当　新潟サービスステーション
菊地春雄

［表彰理由］
　当グループは、北陸電機商会様に納入されている受発注管理システム（納入規
模：サーバー14式、ネットワーク機器30式、PC保守350式）の保守サービスを24
時間365日の体制で実行している。
　本システムは、お客様の営業業務を遂行される上で、非常に重要なシステムで
あり、一秒たりとも止まることが許されず、トラブル発生時も常に速やかな対応
が必要となるが、当グループは、システムの重要性を理解した上で、日頃より定
期メンテナンスや設置環境の改善をご提案する等、トラブルを未然に防止する活
動を展開した。その結果、業務に影響をきたすようなトラブルも発生させること
は無く、安定稼動を継続している。
　お客様からは、同社サービスに対して高い評価と信頼を得ることができてお
り、2017年度に実施されたPC更改作業（16拠点、350式）においても、お客様と
の綿密な作業計画策定を実施。事前キッティングから現地設置作業までを、お客
様要望期間内にミス無く完遂させたことで、改めて当社のサービスへの信頼が高
まった。お客様は、オフィスコンピュータ時代から東芝の機器と当社のサービス
を愛顧しており、30年間同社を高く評価し続けている。

■東芝ＩＴサービス株式会社
［グループ名称］

三井生命保険株式会社 様　ＯＡ端末更改対応グループ
［所属・氏名］

フィールドサポートセンタ　キッティング＆デバイスマネジメントサービス部
　第二担当
中村真（代表）
フィールドサポートセンタ　キッティング＆デバイスマネジメントサービス部
　第一担当
石村友伯
フィールドサポートセンタ　キッティング＆デバイスマネジメントサービス部
　管理担当
岩永芳彦、浦野達也
営業統括部　パートナー営業部　第二担当
重田善之

［表彰理由］
　三井生命保険様では、過去から、据付・保守・運用・移設など、さまざまな作
業を行っており、当グループの対応については非常に高い評価を得ている。同社
では、今回、当ユーザー及び関連会社の全国533拠点で利用しているOA端末6,200
台について、5ヵ月（2017年４月～９月）という限られた期間でのリプレース作
業を実施し、無事に完遂した。
　今回の対応は、新規導入としてキッティング、配送、現地据付支援及び、旧端
末7,615台の回収、データ消去と多岐にわたる作業であったが、キッティング出荷
検査ツール適用による品質の確保、日々変わるお客様スケジュールへ臨機応変に
対応した生産、配送計画の調整、展開サポートデスクによるお客様問い合わせに
対するノウハウの蓄積、FAQの充実化や操作手順書の改善を行う等、高品質な
サービスを提供した。その結果、本対応においてお客様より高い評価を得た。

提供するサービス品質を落とさず保守パーツ体制適正化を実現した。
　保守サービスにおける部品供給の要の部門となり、お客様システムの安定稼動
に向け、日々活動しているCEの下支えとして大いに貢献し、お客様や関連部門
から高い評価を得た。

　沖電気工業株式会社関係
■株式会社—沖電気カスタマアドテック
［グループ名称］

中国支社　サポートサービス第一部
［所属・氏名］

中国支社　サポートサービス第一部　広島支店　ユーザー主管係
高屋真二（代表）
平本純士、温品友也、河本雄二、三代澤純栄
中国支社　サポートサービス第一部　広島サービス課　ＣＥ係
北川和男
中国支社　サポートサービス第一部　山口サービス課　ＣＥ係
岡和彦、中島慧亮
中国支社　サポートサービス第一部　広島サービス課　三原センター
片山敦司

［表彰理由］
　当グループは、中国労働金庫様ATM27台更改作業において、各現場保守員が
現地作業リーダーとなり、機器の撤去・搬入やブース工事、機器調整について現
場側主体で全体管理を行い、主管部門への報告を行った。
　主管部門においては、進捗状況を工程管理システムで管理し、予定時間を超え
る前にはフォロー・リカバリーを実施、作業時間の短縮を図った。
　自社作業のみならず、警備会社対応である現金回収や装填の時間管理を行い、
お客様報告を各工程単位で実施し、顧客要望事項である作業終了時間の厳守を確
実に行った。
　また、設置環境については、照明切れやポスター剥がれ、貼付け状態、前面
シャッター間隔等、保守員の気付きを取り纏め、お客様担当者への報告も行っ
た。
　その結果、お客様の高い要求に対し、保守員・主管部門が一丸となって対応
し、リカバリーすることによって、27台すべてを無事に稼動させ、お客様の期待
に応えることができた。また、保守員目線の気付きにより、お客様へ＋αのサー
ビスを提供することで、お客様より高い評価を得た。

■株式会社—沖電気カスタマアドテック
［グループ名称］

東北支社　公共推進部
［所属・氏名］

東北支社　公共推進部
湊勝己（代表）
千葉一寿、高田哲博、鈴木利康、東海林徹

［表彰理由］
　消防本部設置の指令システム装置と、各消防署、出張所に設置された指令端末
並びに消防救急車両搭載の装置に対しては、24時間365日、迅速な対応が要求さ
れている。
　当ユーザーは、東日本大震災以前より同社製システムを導入しており、震災後
もデジタル化でのシステム更新も同社製を採用、また、保守も24時間365日提供
が行われており、親密な関係が維持されている。
　これら日常からの迅速な保守対応に対して、お客様より高い評価を得た。

　株式会社東芝関係
■東芝ＩＴサービス株式会社
［グループ名称］

株式会社 北陸電機商会 様　保守グループ
［所属・氏名］

フィールドサポートセンタ　西日本フィールドサービス部　
北陸サービス担当　金沢サービスステーション
布袋豊和（代表）
フィールドサポートセンタ　西日本フィールドサービス部　
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保 守 サ ー ビ ス に 関 す る 感 想 文 の 表 彰 作 品

最　優　秀　賞

優　秀　賞

最高の「よろしく！」
富士通エフサス・カスタマサービス株式会社
首都圏統括部
千葉ＣＳ部
木更津ＣＳ課
茂原ＳＣ 土橋　貴彬氏

自信と驕り
株式会社—沖電気カスタマアドテック
関西支社
サポートサービス第一部
サービス第一課
第二係 小西　勇也氏

怒ると叱るで気が付いた自分
東芝ＩＴサービス株式会社
ユニファイドマネジメントセンタ
オンサイトマネジメントサービス部
第一担当 前川　哲也氏

富士通エフサス・カスタマサービス株式会社
首都圏統括部
千葉ＣＳ部
木更津ＣＳ課
茂原ＳＣ 土橋　貴彬

　最優秀賞　最高の「よろしく！」 日々保守業務に従事していました。そんなある日、予定
されていた店外ATMの定期点検で、10分遅刻してしまっ
たのです。その日は、ATM周辺の駐車場が満車で探し回
る事で頭の中が一杯になり、気の焦りから約束時間を過
ぎているにも関わらず、「遅れます」の連絡も行わない
まま急いで現場へ…。
　到着後、お客様（Ａさん）の第一声が不機嫌そう
に、「遅かったね、どうしたの？」でした。その瞬間
「はっ」と我に返り、咄嗟に駐車場の空きが無く探し
回っていた事、遅延連絡をしなかった事について素直に

　当時、まだまだ未熟で現場に不慣れだった私が経験し
た、一生忘れる事のない思い出です。
　私は、入社３年目若手ＣＥとして金融機器をメインに
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名に『【出欠回答】忘年会開催について』の案内がＡさ
んから届いていました。間違えて私に送られて来たので
は？？と思い、Ａさんに電話したところ、「忘年会ね、
土橋さんに送ったんだよ。参加よろしくね！」と想定外
の返答に思わず声が上ずり、変な返事をしてしまった事
を今でも覚えています。私が参加しても本当に良いのか
と悩みましたが、お客様から招待して頂けるなんてこん
な名誉な事は無いと思い、恐縮しながらも出席させて頂
く事にしました。
　忘年会当日、速やかに仕事を終わらせ、不安を抱えな
がら恐る恐る会場…。そこで待っていたのは、Ａさんを
含め今まで保守作業に立ち会って頂いた方々全員が、私
を笑顔で出迎えてくれたのです。不安な気持ちは一瞬で
吹き飛びました。そこでは普段のメーカー保守員とお客
様の関係ではなく、仲間感覚で接してくださり、身の上
相談的な話や、色々な会話で盛り上がることができ、時
間が過ぎるのがとても早く感じました。
　楽しい時間も残りわずかとなった時、先ほどまでとは
違い真面目な顔でＡさん達から、「土橋さんが対応して
くれるようになってから、定期点検の作業時間が少し長
くなったけど、その分障害が減り助かったよ」「土橋さ
んは現場を直視し、今何をすべきか考えて対応してくれ
るから助かるよ」、また中には冗談で、「土橋さん、う
ちの会社で働いちゃいなよ！」など、Ａさん達が私の行
動・対応を見てくれていた事に気づかされました。私は
「これからも頑張ろう！」という思いとプレッシャーを
感じながら、何より私の事を認めてくれたと強く実感で
きた瞬間でした。
　普段味わうことのできないＡさん達との忘年会も無事
終了し、招待して頂いた事に感謝し挨拶をして帰ろう
としたところ、Ａさん達全員が大きな声で一斉に「土橋
さん、これからもよろしく！」と声をかけて下さいまし
た。一瞬恥ずかしさもありましたが、それは普段聞き慣
れた「よろしく」という言葉ではなく、私にとって心に
響く、信頼された証となる、一生忘れる事のない“最高
の「よろしく！」”でした。
　振り返れば、目先の事しか見えずお客様に目を向ける
事ができなかった私には、貴重な経験であり大きな糧と
なりました。現在ＣＥ歴８年目で中堅の域になりました
が、まだまだ業務面・精神面で未熟な自分を自覚してい
ます。これからも、誠意をもってお客様起点で行動し、
誰からも信頼されるＣＥを目指して日々精進していきま
す。

お詫びをしました。しかし、Ａさんは某Ｃ社様からの委
託で、店外ATMの現金装填をはじめ、精査・障害時の
顧客対応、そして我々ＣＥの作業立ち会いを任されてお
り、その日は数店舗の巡回予定があったことから、嫌
味っぽく「たとえ10分遅れでも次のスケジュールに影響
でるな～」と私に聞こえるように言った後、「まあいい
から保守よろしく」と軽くあしらわれてしまいました。
気まずくなった雰囲気の中、私は申し訳ない気持ちで定
期点検を開始しました。
　点検は順調に進み、予定時間より少し早めに完了する
事ができました。作業後、改めて遅刻してしまった事
に対し、Ａさんにお詫びをしたところ、「良いですよ。
遅れそうな時は連絡してね」と到着時の雰囲気とは違い
笑顔で答えてくれました。Ａさんが私を見下した感じで
あった事を今でも鮮明に覚えています。私は、申し訳な
さと悔しい気持ちを感じたまま、その日は帰社しまし
た。
　その日を機会に、Ａさんに対し自分がどのように対応
すべきかを考え、自分の行動を改める事にしました。以
後、日々のスケジュールを把握し、予定時間前に到着で
きるよう計画的に行動するよう心がけ、些細なことでも
関係者に報告・連絡・相談を欠かさず行うようにしまし
た。ATM定期点検のスケジュールも、店舗毎に対象装置
の故障予兆を事前に調べ、予防交換すべき部品を選定。
ATM１台１台の点検にかかる作業時間を見積もった上
で、Ａさんへ立ち会い依頼のメールを送付し、点検内容
を共有するよう取り組みました。また、障害発生状況を
毎月集計し、発生原因を分析して今後の定期点検で未然
に予防できるよう重点検箇所としてピックアップするな
ど、お客様の運用でも回避できる故障であればＡさんと
情報共有し、障害率低減に努めました。
　Ａさんと本気で向き合い対応した事が功を奏し、某Ｃ
社様のATM障害が全体で月に10件前後発生していたも
のが、月１～２件へ徐々に減少。０件の月もある程まで
に低減する事ができ、Ａさんからも「突発の障害対応
が減って、私も巡回が楽になったよ。今後もよろしく
ね！」と声を掛けられるまでにATMを安定稼動させる事
ができました。『努力は報われる』が座右の銘ですが、
これほど実感し、達成感を得たことはありませんでし
た。
　それから日々活動を継続し、Ａさんとも良好な関係を
築けるようになってから約２年の月日がたった12月のあ
る日、事務所のパソコンでメールを確認していたら、件
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保 守 サ ー ビ ス 向 上 月 間 標 語 の 表 彰 作 品

最　優　秀　賞

優　秀　賞

研ぎ澄ませ、技と気づきとプロ意識
三菱電機インフォメーションネットワーク株式会社
カスタマサービス第二部
鹿児島カスタマサービス課 楠田　政和氏

確かな技術と豊富な知識、組織で対応保守サービス
ＮＥＣフィールディング株式会社
カスタマサポート事業部
西日本エリアコンタクトセンター
九州コンタクトセンター 山崎　英樹氏

ネジひとつ　締めるちからに　こめる品質
株式会社—日立システムズ
産業・流通フィールドサービス事業グループ
産業・流通プラットフォーム事業部
第三サービス本部
第二サービス部
第一サービスグループ 坂倉　和磨氏

品質は　一人ひとりが責任者　全員参加で　品質管理
東芝ＩＴサービス株式会社
ユニファイドマネジメントセンタ
企画・管理部
技術担当 小西　一浩氏
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研ぎ澄ませ、技と気づきとプロ意識
し進めております。本日
表彰される皆様方を端と
して、我が国の情報化に
大きな足跡を残す、個人
や企業、団体が続くこと
を願ってやみません」
　続いて情報化促進貢献
表彰が行われ、受賞者を
代表して、星城大学リハ
ビリテーション学部客員
教授三田勝己氏が、「重
度な障害や合併症を持ち通学が困難な生徒が、居宅と学
校をICTでつなげることで、通学生とともに学習するこ
とが可能となりました。ICT訪問教育は特別支援教育を
革新する大きな可能性を秘めています。引き続き特別支
援教育の充実を目指して、情報化教育や研究に従事した
いと思います」と謝辞を述べた。
　この後、受賞者を代表して、ピー・シー・エー株式会社
取締役相談役水谷学氏による「時代の変わり目に貢献した
人々」、株式会社愛媛CATV取締役会長神山充雅氏による
「ケーブルテレビの地域貢献」の特別講演で幕を閉じた。
※は10月1日時点の役職。

　政府主催の「平成30年度情報化月間記念式典」が10月1
日、東京・中央区の東京証券会館で開催された。
　我が国の健全な情報化を推進するために、通商産業省
（現・経済産業省）をはじめとする関係省庁が連携し、
1972年に始まった情報化月間は、今年で47年目。記念式
典には、経済産業省から平木大作大臣政務官※、総務省か
ら小林史明大臣政務官※、文部科学省から藤野公之大臣官
房サイバーセキュリティ・政策立案総括審議官、国土交
通省から簗和生大臣政務官※が出席した。表彰に先立ち、
平木大作経済産業大臣政務官は次のように挨拶した。
　「AIやIoTの登場により、第四次産業革命とも言われ
る社会全体の構造変化が怒涛の如く押し寄せています。
この時代に日本が勝ち残り、世界をリードしていくため
には、さまざまな産業、企業がデータを介してつながっ
た『Connected Industries』の実現が重要な鍵となりま
す。このコンセプトは、新たな産業を創出し、生産性を
向上させるのみならず、少子高齢化、人手不足など日本
が抱える社会問題の解決につながるものと信じておりま
す。経済産業省ではこの実現に向け、企業等のデータの
共有、活用の促進、多様な人材の育成、革新的な技術や
新たなビジネスモデルの社会実装を促進する規制改革、
サイバーセキュリティの強化などの取り組みを全力で推

挨拶する平木大作
経済産業大臣政務官

　政府主催　平成30年度情報化月間記念式典を開催

情報化促進に貢献した個人・企業等を表彰
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JECCはMicrosoft Financing（※1）の認定リース会社です。

Microsoft社ライセンスのご導入を検討されている際には、是非弊社にご相談ください。

ライセンス使用許諾契約に則ったファイナンスソリューションをお客様にご提案いたします。

ライセンス使用許諾契約に則ったリースでの導入が可能です
Microsoft社のライセンスは、リースによる導入が認められていない場合があります。
Microsoft Financingのパートナーである弊社は、ライセンス使用許諾契約に則り
お客様のコンプライアンスニーズに対応した契約方法をご提案することが可能です。

お客様のご予算に合わせたフレキシブルなお支払プランをご提供いたします
費用の平準化/中長期の投資計画に合わせた予算配分/短期の投資予算枠の捻出・確保といった、
お客様のご要望に沿ったフレキシブルなお支払プランをご提案いたします。

トータル・ソリューション・ファイナンスをご提供いたします
Microsoft社のソフトウェアだけではなく、他社のソフトウェア（※2）、
サービス、ハードウェアの購入費用、保守料等についてもご対応いたします。

お客様のメリット

※１：Microsoft Financingとは…… Microsoft Financing は、マイクロソフト コーポレーションが金融パートナーとともに展開するファイナンス・ブランドです。
※２：他社ソフトウェアは、使用許諾条件の関係からリースとしてお取り扱いできない場合がありますので、事前にご相談願います。

お問い合わせ先 株式会社JECC　営業統括部 営業統括課 TEL：03-3216-3750

＋ ＋ ＋ 総IT投資＝コスト

Microsoft社
ソフトウェア

他社ソフトウェア/
ハードウェア

システム
開発費用

システム
トレーニング費用トータル・

ソリューション・
ファイナンスの
イメージ図

弊社はお客様の
総IT投資コストを
すべて平準化
できます！

Microsoft社ライセンスのリースは
JECCにお任せください !

発行所：株式会社JECC 〒100-8341 東京都千代田区丸の内3-4-1 新国際ビル TEL 03-3216-3680

発行人：桑田　　始　　　　編集人：鈴木　　俊雄

本誌記事等の無断転載を禁じます。

　本誌送付先の変更・中止については弊社技術調査室までご連絡
いただきますようお願い申し上げます（ご連絡の際は、封筒の宛
名に記載されているお客様番号をお知らせください）。
　お客様からご提供いただいた個人情報はJECCNEWSの発送の
みに利用させていただき、それ以外の目的で利用することはあり
ません。なお、個人情報の取り扱いについては、弊社ホームペー
ジに掲載しております「個人情報保護方針（http://www.jecc.
com/policy.html）」をご参照ください。

JECCNEWS編集部からのお知らせ

【送付先の変更・中止、個人情報に関するご連絡】

〒100-8341　東京都千代田区丸の内3-4-1
株式会社JECC　技術調査室　

JECCNEWS編集部
TEL：03-3216-3680／FAX：03-3215-7606
弊社ホームページ：

「フォームでのお問い合わせ」


